
水前寺江津湖公園 ゾーニング（案）
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【水前寺地区】 熊本の歴史を育む交流ゾーン

・民間と行政の連携による観光回遊の拠点機能の強化と、熊本城との

連携を強化する。

・歴史・文化資源やデザイン統一による地区の一体性を図ることで、江津

湖一帯の回遊性向上につなげる。

【出水地区】 歴史と文化のエントランスゾーン

・江津湖の歴史・文化資源を活用した連続性のある魅力的なストーリづく

りを行い、電車通りからの玄関口として観光客を江津湖へ誘う。

・日本庭園や希少な生きものにふれあうことで、新たな発見や魅力、江

津湖の価値を再認識する。

【上江津地区】 生きものの宝庫とアクティビティゾーン

・江津湖が誇る豊かな自然環境と多様な生きものを守り、自然と人との

共存・共生を図る。

・広場や湖面を利用し、子どもから大人まで多様な遊びを楽しめる“場”と

しての環境を整える。

【庄口地区】 園へ誘うスポーツゾーン

・動植物園への入口として、距離や時間を感じさせない

コンテンツを展開する。

・既存のスポーツ施設を活用して、健康づくりに取組む。

【下江津地区】 癒しとレジャーの湖畔ゾーン

・隣接する動植物園との一体性を図り、相乗効果で魅力と価値を高める。

・江津湖の清らかな自然環境に親しみ、心身ともに健康な体づくりを行う。

【広木地区】 生きものとのふれあいと新たな遊びのゾーン

・希少生物や外来生物とふれあい、江津湖の自然を体験・体感する。

・多様な世代が交流する“場”、楽しめる“場”を確保する。
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凡例

環境保全を優先
するエリア(案)


